ころころ ころ 湧き出して 泉の 一 方の ふちから 天の川へ 

小さな 流れに なって 走って 行きます。 私共の 世界が 

ひでり や よだ か 

旱の 時、 瘠せて しまった 夜鷹 や ほととぎす などが、 そ 

れを だまつ て 見上げて、 残念そう に 咽喉 をく びくび さ 

せて いるの を 時々 見る ことがあ るではありません か。 

どんな 鳥で もとても あそこまで は 行けません。 けれど 

てん おおがらす さそ リ うさぎ 

も、 天の 大烏 の 星 や 蠍 の 星 や 兎 の 星なら もちろん 

すぐ 行けます。 

たき 

「ポ ウセさん まず こ， J へ 滴 を こしらえましょう か。」 

「ええ、 こしらえましょう。 僕 石 を 運びます から。」 

チュン セ 童子が 沓を ぬいで 小 流れの 中に 入り、 ボウ 



て やる ぞ。， - 

蠍 も 怒って 大きな からだ を すばやく ひねって 尾の 鉤 

を 空に 突き上げました。 大烏は 飛び あがって それ を 避 

ゃリ 

け 今度 はくちば し を 槍の ようにし てま つ すぐに 蠍の 頭 

をめ がけて 落ちて 来ました。 

チュ ンセ 童子 もポ ウセ 童子 もとめる すきが ありませ 

ん。 蠍 は 頭に 深い 傷 を 受け、 大烏は 胸 を 毒の 鈎で ささ 

れて、 両方と もゥン とうな つた まま 重なり合って 気絶 

してし まいました。 

蠍の 血が どくどく 空に 流れて、 いやな 赤い 雲に なり 

ました。 



蠍が 沢山の 手 をつ いて 平伏して 薬 をのみ それから 丁寧 

じ ぎ 

にお 辞儀 をし ます。 

稲妻が ぎ ら ぎら つと 光った と 思う ともう いっか さつ 

きの 泉の そばに 立って 居りました。 そして 申しました _ 

「さあ、 すっかりお からだ をお 洗いなさい。 王様から 

くつ ま 

新ら しい 着物と 沓を 下さいました。 まだ 十五 分 間が あ 

ります 」 

す い しょ う 

双子のお 星 様た ち は悦ん でつ めたい 水晶 のよう な 

流れ を 浴び、 句の いい 青 光りの うすものの 衣 を 着け 

新ら しい 白光り の沓を はきました。 するともう 身体の 

痛み もっかれ も 一 遍に とれて すがすがして しまい まし 



た。 

「さあ、 参りましょう ごと 稲妻が 申しました。 そして 

また むらさきいろ 

二人が 又 その マントに 取りつ きます と 紫 色 の 光が 一 

遍ぱ つ とひら めいて 童子た ち はもう 自分の お宮の 前に 

居ました。 稲妻 はもう 見えません。 

「チュン セ 童子、 それで は 支度 をし ましょう ご 

r ポ ウセ 童子、 それで は 支度 をし ましょう ご 

すわ ぎんてき 

二人 は お宮に のぼ リ、 向き合って きちんと 座リ 銀笛 

をと りあげました。 

丁度 あちこちで 星 めぐりの 歌が はじまりました。 

「あかいめ だまの さそり 



こぐ ま 

小 熊の ひたいの うえ は 

そらの めぐりの めあて ご 

双子のお 星 様た ち は 笛 を 吹き はじめました。 

双子の 星 二 

あま がわ 

(天の川の 西の 岸に 小さな 小さな 二つの 青い 星が 見え 

ます。 あれ は チュン セ 童子と ポ ウセ 童子と いう 双子の 

すいしょう 

お 星 様で めいめい 水精 でで きた 小さな お宮に 住んで 

レます 



二つのお 宫 はまつ すぐに 向い合って います。 夜 は 二 

人と もき つと お宮に 帰つ てきちん と 座つ て そらの 星め 

ぐり の 歌に 合せて ー晚 銀笛 を 吹く のです。 それが この 

双子のお 星 様た ちの 役目でした。) 

ある 晚空 の 下の 方が 黒 い 雲で J 杯に 埋まり 雲の 下で 

は 雨が ザ アツ ザ アツと 降って 居りました。 それでも 二 

人 はい つもの ようにめ いめいの お宮に きちんと 座って 

とつぜん 

向いあって 笛 を 吹いて いますと 突然 大きな 乱暴 ものの 

ほうきぼし 

彗星 が やつ て 来て 一 一人の お宮に フッ フッと 青白い 光 

きリ い 

の 霧 を ふきかけて 云いました。 

「おい、 双子の 青 星。 すこし 旅に 出て 見ない か。 今夜 



り もやもやの 藻が ゆれたり しました。 

チュ ンセ 童子が 申しました。 

ぼく 

「ポ ウセさん。 ここ は 海の 底で しょうね。 もう 僕たち 

のぼ あ 

は 空に 昇れません。 これから どんな 目に 遭う でしよ 

うご 

ポ ウセ 童子が 云いました。 

だま 

「僕ら は 彗星に 欺され たのです。 彗星 は 王 さまへ さえ 

うそ にく 

偽 をつ いたのです。 本当に 憎い やつではありません 

ゝ o _ 

力 」 

するとす ぐ 足 もとで 星の 形で 赤い 光の 小さな ひとで 

が 申しました。 



ん ずん 近くな リ ます。 二人の お宮が もうはつ きり 見え 

ま ^9 

ちょっと やみ 

ニ寸 あれ を ご覧な さいご と 闇の 中で 竜巻が 申し ま 

した。 

見る と あの 大きな 青白い 光りの ほうきぼし はばら ば 

ら にわかれ てし ま つ て 頭 も 尾 も 胴 も 別々 にきち が い の 

ような 凄い 声 を あげ ガリ ガリ 光って まつ 黒な 海の 中に 

落ちて 行きます。 

「あいつ はな まこになります よご と 竜巻が しずかに 

云いました。 

もう 空の 星 めぐりの 歌が 聞え ます。 
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